
平成１９年６月２１日     津消防タイムズ 第 １８ 号             （４）           

「津消防タイムズ」は、津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp 消防情報から 

 

   
   

   
   

   
   

   

    
 
 

 
 
    

 
 
     

                    

                                  

                            

   

       

   

 

    

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

   

  

先
月
の
末
に
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て

き
た
市
内
の
と
あ
る
銭
湯
が
半
世
紀
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。 

  

去
る
四
月
十
五
日
に
は
、
三
重
県
中
部
を
震

源
と
す
る
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
震
度
五
弱
を
観

測
し
た
こ
と
か
ら
、「
施
設
も
老
朽
化
し
、
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
火
を
扱
う
だ
け

に
周
り
を
巻
き
込
み
か
ね
な
い
。」
と
経
営
者

が
決
断
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

昔
な
が
ら
の
銭
湯
と
い
う
と
、
地
域
住
民
が

普
段
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
生
活
習
慣
を

こ
の
よ
う
な
施
設
を
使
用
し
て
、
昭
和
初
期
の

隣
組
か
ら
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
い
う
よ
う
に
、

普
段
か
ら
の
裸
の
付
き
合
い
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
が
絆
を
深
め
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
近
頃
で
は
こ
の
よ
う
な
生
活
様
式

の
変
化
等
に
伴
い
、
隣
近
所
の
付
き
合
い
が
希

薄
化
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
い
ざ
、
大

規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
隣
近
所
の

協
力
体
制(

自
助
・
共
助)

が
極
め
て
大
切
で
あ

る
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。 

 
            

銭
湯
は
日
本
の
大
切
な
文

化
で
す
。
本
当
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５５月月中中のの火火災災・・救救急急・・救救助助統統計計  
（（  ））内内はは今今年年のの累累計計  

                                  前前年年累累計計同同期期比比    ▲▲減減  
  

火火  災災  出火件数      ９件       （９７件）  
                              ３２件 

  

救救  急急 出動件数   ８８４件   （４，５６４件） 
                                 ▲８０件   
  

救救  助助  出動件数     １１件         （５８件） 
１件 

７７月月のの主主なな行行事事予予定定  

あああなななたたたのののやややるるる気気気ををを   ぜぜぜひひひ消消消防防防団団団ににに!!!   

市内各地域で 消消防防団団員員  募募集集  

応応募募資資格格    市市内内にに在在住住又又はは在在勤勤のの１１８８歳歳以以上上のの人人  
活活動動内内容容    消消防防団団活活動動  

処処    遇遇    条条例例のの規規定定にによよりり、、報報酬酬及及びび手手当当をを支支
給給ししまますす。。  

 

お問い合わせ先 
   各総合支所総務課又は 

中署庶務予防担当まで  

火火はは見見ててるる  ああななたたがが離離れれるる  そそのの時時をを  

平成19年度全国統一防火標語 

カカカ      メメメ      ラララ      アアア      ンンン      グググ      ルルル   

編
集
後
記 

 

津津市市消消費費生生活活セセンンタターーがが開開所所  
       平平平成成成１１１９９９年年年１１１月月月４４４日日日よよよりりり   

消消消火火火器器器ややや住住住宅宅宅用用用火火火災災災警警警報報報器器器なななどどど

ののの悪悪悪質質質訪訪訪問問問販販販売売売ををを含含含むむむ「「「さささまままざざざままま

ななな悪悪悪質質質商商商法法法」」」ややや｢｢｢架架架空空空請請請求求求詐詐詐欺欺欺｣｣｣ななな

どどどののの被被被害害害ににに対対対応応応しししままますすす。。。   

とととここころろろ   津津津市市市役役役所所所本本本庁庁庁舎舎舎１１１ＦＦＦ   

                  市市市民民民交交交流流流課課課内内内   

利利利用用用日日日   平平平日日日      999時時時～～～111222時時時   

                        111333時時時～～～111666時時時   

(((たたただだだししし、、、土土土・・・日日日曜曜曜日日日、、、祝祝祝日日日、、、年年年末末末年年年始始始ををを除除除くくく)))   

TTTEEELLL   000555999---222222999---333333111333   

ああななたたのの家家ににもも  

住住宅宅用用火火災災警警報報器器をを設設置置ししままししょょうう!!  
消消消防防防法法法及及及びびび津津津市市市火火火災災災予予予防防防条条条例例例ににによよよりりり、、、すすすべべべてててののの住住住宅宅宅ににに「「「住住住宅宅宅用用用火火火災災災警警警報報報

器器器」」」ののの設設設置置置ががが義義義務務務付付付けけけららられれれままましししたたた。。。   

●●●   新新新築築築住住住宅宅宅ははは、、、平平平成成成 111888 年年年 666 月月月      111 日日日かかかららら設設設置置置ががが必必必要要要   

●●●   既既既存存存住住住宅宅宅ははは、、、平平平成成成 222000 年年年 555 月月月 333111 日日日まままでででににに設設設置置置ががが必必必要要要   

   

   

    
 

 

■ 購入の際には、日本消防検定協会の鑑定マーク

｢ＮＳマーク｣のついたものを購入しましょう。 

 

くわしくは消防本部予防課へ 

      ＴＥＬ ２５４－０３５４ 住宅用火災警報器(煙式) 

 

７７月月１１８８～～２２００日日  防防火火管管理理者者講講習習会会  

((三三重重県県総総合合文文化化セセンンタターー))  

７７月月２２５５日日          消消防防救救助助技技術術東東海海地地区区  

指指導導会会((県県消消防防学学校校))  

７７月月２２７７日日          婦婦人人防防火火推推進進委委員員会会会会議議  

((津津リリーージジョョンンププララザザおお城城ホホーールル))  

 

(

勝
谷
公
起) 

エレベーター救助研修会で巻き上げ機の仕 

組みの説明を受ける署員(5／24消防本部にて) 

  
 

久居署員からはしご車の説明を受ける川合小学 

校四年の児童たち(6／12消防本部施設見学にて) 

 
見事優勝を果たした津消防綱引チーム 

(6/10 北名古屋市総合体育館) 

ゑゑびびすす  


